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論　文　内　要　の　要　旨

　目的

　進行胃癌に対するリンパ節拡大郭清において腹部大

動脈周囲リンパ節（以下，No，⑯）の郭清範囲に関し

てはいまだ結論はでていない．本論文は合理的なNo．

⑯の郭清領域を解明することを目的に，radioactive

isotope（以下，　RI）を用いた胃リンパ流の検索と，切

除例のリンパ節転移を臨床的に検討した．

　対象および方法

　1．リンパ節のRI移行度による検討

　胃癌患者72例を対象に胃粘膜にインジウムII1コロ

イドを注入し，摘出したリンパ節のRI取り込みの計

測より胃噴門部及び幽門部からNo，⑯へ至るリソバ

流を解析した．No。⑯を左腎静脈の上縁で上下，大動

脈の左縁で左右の4区域に区分し，上方は腹腔動脈起

始部，下方は下腸間膜動脈起始部までとした．

　2．リンパ節転移の臨床的検討

　上部および食道浸潤上部進行癌436例，下部および十

二指腸浸潤下部進行癌428例を対象にリンパ節転移率

を検討した．また系統的な第1，第2群リンパ節郭清

に加え，第3，第4群リンパ節のサンプリング郭清（以

下，重点的R4郭清）が行われた101例を対象にリンパ節

転移の転移程度を細分して検討した．

　結果及び考察

　1．噴門部のリンパ流：（1）左胃動脈に沿い，腹腔動

脈周囲リンパ節を通って左右のNo．⑯，（2）後胃動

脈，脾動脈に沿って脾動脈幹リンパ節から直接左側

No．⑯，（3）左下横隔動脈に沿って左噴門リンパ節，

脾門リンパ節から直接左上No．⑯へ至る3ルートが

存在する．

　2．幽門部のリンパ流：（1）総肝動脈に沿い，腹腔動

脈周囲リンパ節から左右のNo．⑯，（2）幽門下リンパ

節より胃結腸静脈幹に沿い，上腸間膜静脈に沿うリン

パ節から左側No．⑯へ至る2ルートが存在する．

　3．上部胃癌全体のリンパ節転移率は小頭リンパ節，

右，左噴門リンパ節，脾動脈幹リンパ節，左胃動脈幹

リンパ節，脾門リンパ節で高率であった．重点的R4郭

清が行われた61例のうち，No．⑯転移は15例で，転移

率は左上No．⑯24．6％，左下No．⑯15．4％で右側

No．⑯には転移を認めなかった．また，噴門リンパ節，

小轡リンパ節，左上No．⑯のみ転移陽性で他のリンパ

節には転移のない症例を3例に認めた．

　4．下部胃癌全体のリンパ節転移率は幽門下，幽門上

リンパ節，小攣リンパ節，大攣リンパ節左回，左胃動

脈幹リンパ節，総肝動脈出前上部リンパ節が高率で

あった．重点的R4郭清が行われた40例のうち，　No．⑯

転移は6例で，転移率は左上No．⑯がNo．・⑯4区域

のうち最も高く37．5％であった．

　結論

　進行胃癌のリンパ節拡大郭清におけるNo⑯郭清領

域は上部，下部胃癌にかかわらず全ての症例に4区域

ξ）郭清が必要であり，特に左上No．⑯は重要である．
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論　文　審　査　の　要　旨

　進行胃癌の手術において，腹部大動脈周囲リンパ節（以下，No．⑯）の郭清領域については未だ結論がでて

いない．本研究は，No．⑯を上下左：右の4区域に亜分類し，　radioactive　isotopeを用いた72例の胃リソバ流の

検索と，切除1，551例（No．⑯郭清101例）のリンパ節転移の検討を行った結果，全ての進行胃癌にNo．⑯4区

域の郭清が必要で，特に左上No．⑯の郭清が重要であることを明らかにしたもので，臨床上，学術上価値ある

ものと認める．
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